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標準色票を見る

(JISZ8721準拠)

草深源三郎(元所員)

はじめに

われわれの周囲には無数の色が存在しているカミその

うち人間の目に識別できる色の数はおよそ500万といわ

れ最近のカラｰ･コンピュｰタ(分光測色電子計算機)

によれば1億以上の色が識別できるといわれている･

地質調査所は色刷地質図を出版し学問的社会的二一

ズにこたえているわが国では唯一の研究機関である.

したがって年々精密さを増す地質図のカラｰ印刷につい

てもその内容の細かさに床じて更らに精巧なものにする

必要がある.

地質調査所には従来三原色･四原色の色彩見本のカ

ラｰ･チャｰトがあるがより完全な色票を作成して

それによってより精巧な色刷印刷を行うこと一が望ましい

と考えここに色彩についての基礎的な要素を解説して

一般の参考に供したい.

1.無彩色と有彩色

これらの非常にたくさんな色の世界を大きく二つに分

類してみると無彩色と有彩色とに分けることができ

る.

無彩色は黒や灰色や白の仲間のことでこれらの色

は赤み黄み青みなどという色みが少しも含まれて

いない色である.

有彩色は文字に示すとおり包みのある色で無彩色以

外のすべての色をいう.したがって多少でも何らかの

包みがあれぱそれは有彩色であるといえる.

2.亘VC

色を記号と数字で表わす方法の一つに亘yCの方式が

ある.

1)色相(豆鵬)

有彩色は赤みを持った色黄みを持った色青みを

持った色などそれぞれの包みをもとにして包み別に分

けることができる.この場合の赤み黄み青み桂ど

の色合いを色相(蕊)という.

JES化学0503(昭和221947)では24の色相を

定めている.なお色相は番号で呼ぶことを規定してい

る.従って色相1は赤8は黄16は青ということに

なる.

また色相の標準は各色相の純色で表わすことになって

をり純色を色相の順に並べるとカラｰ･サｰクル(色環)

ができる.
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標準の色相で作るカラｰ･サｰクルは色相と色相と

の色差が等差的に配列してあるので等差色環と呼

ばれている.

＼＼

2)明度(y釧鵬)

すべての色にはそれぞれ明るい暗いという性質が

ある.この明るさの度合いを明度(v)という.

明度番号は無彩色を黒から白まで等差に並べて黒を

10白を20とした11段階にJES化学0502(昭和221947)

で規定したが現在この規定は修正されて黒を0白を

10にした11段階が使用されている･

3)彩度(Ch㈹㎜a)

色相は同じく赤であっても色によって赤みの多いの

と少ないのとの別がある.

図1色相環�
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この赤みの多い少ないという色のあざやかさの度合

を彩度(C)という.

彩度は小の極端が無彩色の0であり大の極端を14

までとした色薬もある.

3.色の三属性

以上の色相(彊)明度(y)彩度(C)の三つのおのお

のの独立的な色の性質(属性)を総称して色の三属性

という.この三つの属性がきまれば色は一義的に

定まるのである.
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値し無彩色は上記の三つの性質のうち明度(V)02

だけを持っているだけである.

0ノ

この無彩色に対して三属性を完全に持ち合わせている

色を総称して有彩色という.

これらを表にしてみると次の通りである.

001380α2σ304α5α60.7σ8σ9〃
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図2色度図
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表1

種類

無彩色

有彩色

その色の持ち合わせている属性

色相

明度

○

伀

彩度

目本色彩KK発行新色名帖(20(〕色)､はJES

化学0503に準拠して作られたものであり色相明

度彩度の三属性の数値が記載されている.

表2にその例を掲げる.

面色をさす場合が多いのである一

前述のHVC方式はこの表面色の場合にのみ使用し

得る方式であるがY〃の方式は光源色透過色表面

色のいずれの場合にも使用できる方式として採用されて

いる.

表2

色名�H�V�C

白�'�20�一

赤�1�14�10

黄�7.5�18.5�6

青�16.5�13�6

黒�一�1O�一

4.Yx〃

色の表示方式にはHVC方式とは別にY"ツの表示

方式がある.

色は大別すると･光源色と物体色に分れる.また

物体色は透遇色(色ガラス)と表面色(反射)とに分け

られる.われわれが普通に色といっているのはこの表

この場合Y〃のYは反射率といい%で示し目で

見た場合の明さの感じを示している.これは三属性の

場合の明度(y)に対応する.

つぎに"とツは三属性の場合の色相(H)と彩度(C)の

両方を総合して表わしていると考えられる.この"

とツとを合わせて色度といっている.

色度図の底辺の直線部分を純紫軌跡といい吊鐘状の

弩曲線をスペクトノレ軌跡という.

スペクトル軌跡線上の360～700の数字はスペクトル

の色の波長をnm(ナノメｰタ)……10-9mで示したもの

で従来からミリミクロン(mμ)といわれてきた長さの

単位である.なお図2の中央の○印は"=O.3101

ツ=ひ3163標準の光Cの位置を示し無彩色軸が垂直

に立つ位置である.

十印は白色光の色度"=α4472ツ=0.4075は標

準の光A(電灯光に相当する)である.

5.色名(Co1ourmme)

JISZ8102昭和36(1961)は表面色の色名に

ついて規定した.

1)この公示には有彩色の基本色名として次の10種�
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を定めた.

赤黄黄黄緑青青青紫赤

赤緑緑素紫

2)無彩色の基本色名として次の5種を定めた.

白明るい灰色灰色暗い灰色黒

㊧なおこの基本色名は色相名として用いてもよいと定め

た.

裏3-2有彩色の明度および彩度の関係

白�ごくうすい���

明るい灰色��うすい��

�明るい灰��あざやか匁�

灰色�灰�にぶい��さえた

���ふかい�

暗い灰色����

明�暗い灰�暗い��

度黒↑L.一一�ごく暗い���

→彩度����

→彩度

例ごくうすい赤にぶい赤さえた赤

3)色相名の相互関係は図3のとおりである.

4)基本色名に用いる修飾語を次のように定めた.

4)一1有彩色の明度および彩度に関するもの.

4)一1色相に関するもの.

4)一1に関する修飾語は表3-13-2に示すとおりで

ある.

4)一2色相に関する修飾語は次に図4に示すとおりであ

る.

妻3-1

ごくうすい

明るい灰

灰

暗い灰

ごく暗い

うすい

にぶい

暗い

あざやかな

ふかい

さえた

修飾語の使用順位.修飾語は一般に基本色名の前に

色相に関する修飾語明度および彩度に関する修飾語の

順に付ける､例赤みの暗い紫青みの明るい灰紫注

ど.

5)慣用色名は123種を定めてある.(略)

6)一般色名が代表する色の三属性による表示法は有

彩色ユ20種無彩色5種が定められている.

表4にその一部を示す.

表4
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注数字は波長を示す

窓拶

回国亙医国唾亟團

図4色相と関する修飾語の図解

例赤みの紫赤みの赤紫赤みの黄赤赤みの黄

黄みの赤黄みの黄赤など�
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a三属性による色の表示法

〔JISZ8721昭末口39(1964)〕

1)この規格は表面色を色感覚の三属性(HVC)に

よって表示する方法について規定したものである.

値ケイ光を発する物体の色は除く.

2)この規格で用いるおもな用語はJISZ8105

の(色に関する用語)によるほか次の語について規

定している.

3)等色相面同じ色相を持つ色を明度および彩度

の順に従って一つの平面に配列したものとした.

4)三属性の表示記号色相Hは明度および彩度が

一定な色相環を図5に示すように色相感覚が等

多度になるように2,557,510に分割しR

YRY等の記号で表わす.

従ってこの表示方法による色相の数は40である.

5)等色相面にお1ナる明度および彩度の配列は図6の

とおりである.

5)一1明度の表示記号無彩色の黒を0とし白を10

としてその間の明るさの感覚が等多度となるよ

うに分割する.o/1/2/……等.

'｡RP･･R5Rワ5R'｡R

Z5RP25帆

5RP5派

25RPR汲5YR

己���す刀
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砧Y

㈮�

�偂己�

㈵�

�偂

��

���

㈵偂娵�

己��ぇ�

醐BG25G
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2舶75G

/脳ノ0G

%路5BG25脆

図5基本3原色のHVCは次のとおりである

1.シアン(青緑)2.5BG8.5/3

2.マゼンタ(赤紫)2.5RP8/3

3.イエロｰ(黄)5Y8/12

5)一2彩度の表示記号色相および明度が一定な色の

配列を図6に示すように無彩色を0としさえ

かたの度合の増加に従って等多度に/0/ユ

/2等に示す.

6)色票系の基準色票系の基準には有彩色および

無彩色に分け(有彩色34頁無彩色32頁)に示す

"ツYの値によって定めると規定した.

ここにその表の一部を表5として示す.

7)三属性による色の表示

7)一1有彩色は色相H明度Vおよび彩度Cによって表

わし無彩色は明度Vによって表わす.

7)一2色の表示記号は前項4)5)65に示す記号を

用いる.

7)■3有彩色の記載方式

有彩色はHYんの方式に従って記載する.

側5R4/10は5Rの4の10と読む.

7)■4無彩色の記載記号

無彩色の記号をNとしN8のように記載する.

7)'5色の表示記号の定め方

無彩色壱彩色

グ

�

�

一

朝7

餐/

ε/

�

一

一

一

回

□口二二二二二二

ロロニニニニニニニニ

□1コニニニニニニニニ

□lllL一一一一一一一一一

口口｡口口11コ〔1〕ロロニニ

ロ〔コニニニニニニニニ__

□口ニニニニニニニニニニ

ロロニニニニニ二二

ロロニニニニニ

園

■/■/■■■/一一

(彩度音已号)

図6等色相面における明度および彩度の酉己列�
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表5

色票系の基準(有彩色)

�����

ηC�y6(%)�2.5R�5.0R��7.5頁��1O.0R��

�灸�ツ�劣�ツ�4�ツ�メ�ヅ�

醐���������

������㌶����㌉�㌷㌴��㈵��㌸���㌴��㌸�����

名�0.3445�0.3179�O.3495�O.3226�0.3551�O.3283�0.3600�0.3348�

2�0.3220�0.3168�0.3240�0.3188�0.3263�0.3210�O.328､}�O.3233�

8!10�59.10�0.4125�O.3160�O.塊49�0.3270�0.4388�0.3419�O.4490�0.3589

��㌹〰���������㈶㌉�����㌸��������

6�0.3671�O.3175�0.3743�0.3248�0.3830�0.3335�0.3910�O.3仏2�

劣�0.3460�O.3177�0.3510�0.3224�0.3564�0.3279�O.3621�0.3349�

��㌲㌶�����㌲������㌲���㈱��㌳���㈳�

7116�蝸.06�0.4885�0.3039��0.5341�0.3452�0.5519�0.3729�

1名�0.星660�0.3082�0.4848�0.3238�0.5059�0.3450�0,523｡良�0.3700�

12�0.4435�0.3119�0.4595�0.3252�0.全777�0.3435�0.4930�0.3659�

10�O.仙83�0.31似�0.垂320�0.3260�0.4470�O.3413�0.4600�0.3596�

��㌹����〉�����㈵������㌸�������㌉

6�0.3728�0.3170�O.3805�0.32･幽�O.3888�0.3336�O.3984�O.3岱2�

易�0.3499�0.3171�0.3552�0.3222�0.3611�0.3282�0.3671�0.3360�

雲�0.32跳�O.3170�0.3306�0.3190�O.3335�O.3220�0.3360�O.3253�

7)一5-1色票との直接比較から定める方法

次の8項に規定する標準色票との視覚による直

接比較方法による.JISZ8723(表面色

の比較方法)による.

7)一5-2"ツYの値からの定める方法

JISZ8772(物体色σ)測定方法)によって求

めた色度坐標"ツYの値から表1および2ま

たは色度図1～9を用いて補間法または補外法によ

って定める.

8)標準の色票

標準の色票は前項6)に規定する色票系の基準に基づ

いた色票とする.なお色票の表面は無光沢とする.

7.標準色票

1)日本規格協会は前項6に述べたJISZ8721

の三属性による色の表示方法に準拠して標準色票を

作製した.(初版昭和341959)(7版昭和511976)

この標準色票の製作には日本規格協会JIS色票委員会

の指導･監督のもとに日本色彩研究所が製作を担当した

ものである.

これらの色票についての色管理には物理計測と視覚

観測を併用して行いJISZ8721に基づく所定

の規定に十分に合格していることが確認されている.

なおこの標準色票は初版より6版までは無光沢版で

あったが今回の第7版は光沢版に改めて色の比較.

色の選定に便利校ように工夫されている.

2)色の表示方法

色は視感覚によって認識されその認識されるまでの

過程の差によって物体色(表面色透過色だと)や光源色

に分類されることはすでに述べた.

これらの色を表示する方法として現物を提示して行う

場合もあるカミｰ走のノレｰノレを定めて色を文字記号

数値などで表現する方法を用いると実用上便利なことが

多い.色を定量的に表示することを表色あるいは色の

表示というがこの方法を標準化して公表したものが

日本工業規格JISの基本部門(Z部門)にある.

色に関するJISとして制定されているものは幾つも

あるが色の表示方法に関連するものは次の四つの方法

である.

(ユ)色名(JISZ8102)

(2)三属性による色の表示方法(JISZ8721)

(3)XYZ系による色の表示方法(JISZ87018728)

(4)色差表示方法(JISZ8730)

日常われわれが色を人に伝達するときに色名を用いる

ことが多い.色名の呼称の仕方を標準化したものが(1)

である.色を大ざっぱに表示してもよい場合色名は

最も簡便な表示方法といえる.

色名より色を細かく系統的に表示しようとする場合に

は色を三属性(色相:Hue明度:V･1u･彩度:Ch･om･)

によって表示する方法がある.(2)はこの表示方法を規�
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定したものである.この標準色票は上記の三鳳性によ

る表示方法に従って作られている.

さらに色を細かく計測器械を用いて測定して表示する

方法が(3)である.別名CIE表色系ともいわれている.

この方法には2度視野の場合と10度視野の場合とが制定

されている.

二つの色の差を定量的に表示する方法を規定したのが

(4)であり(3)の表示方法との関連において使用される.

普通に表面色の色の選定色指定色比較あるいは色表

示などの作業を行う場合には三属性による色の表示方法

が最も適当である.

の数字のチャｰトでは彩度3を付載している.

無彩色(左端の縦軸)はすべてのチャｰトに含まれてお

り彩度Oの記号で表わしている.

各チャｰトとも明度彩度の数値を左右上下の両方

に示している.

明度スケｰルは0.5の明度差でN1からN9.5まで

の18段階になっている.

色薬の大きさは14×18㎜mチャｰトは182×257m㎜

で何れも1目板と同じにして交互の比較を便利にしてあ

る.

この標準色票はJISZ8721に準拠して作製さ

れたもので色相ごとにチャｰトがあり1枚のチャｰ

トにはその色相に属する色票が縦方向には明度別に

横方向には彩度別に順序を整えて並べてある(図6参

照).

この標準色票に含まれている色票の数は1928色で色

の種類およびその選択にはカタヨリが無いように留意さ

れている｡しかしわれわれが識別することができる物

体色の総数に比べれば1928という数ははなはだ少ない.

モノサシに例えるとこの色票は刻みのあらいモノサシ

に相当する.この標準色票のなかには試料色とまった

く一致する色を見出すことができたい場合にはちょう

どモノサシのこまかい目盛りを目測で求めるように視

感による補間または補外を行うのである.

3)標準色票の構成

この標準色票は色の三属性に従って構成されている.

有彩色は色相H明度V彩度Cによって表わし無彩

色は明度Vによって表わす.

三属性を適当な坐標を用いて表わすと色立体を形づ

くる.図7はこの立体図である.

色立体の無形軸を含む縦断面が等色相面でこれに垂

直な横断面が等明度面である.

この標準色票のおのおののチャｰトは等色相面(縦断

面)が色票によって構成されている.JISでは2,5

57,510の数字のつく40色相が基準色相として定めら

れておりこの標準色票にはこの40色相全部が示されて

いる.

明度に関してはJISの基準に従って2345

6789のものが示されている.

また彩度に関してはJISの基準では0246

8……と偶数のものだけが示されているがこの第7版

の標準色票では色相5と10の数字の20チャｰトでは彩

度1と彩度3の奇数のものを付載し色相2.5と7.5

4)地質図における標準色票

標準色票の40色相のチャｰトの全容は別掲の表6-

10に示すとおりである.

この標準名菓を例えば5万分の1地質図のように地

形図の入った地質図に使用する場合を考慮して観察する

と明度はある程度高いものつまり明るい色のもので

なければならないと思われる.

今彼りに地形の表示に鉛筆のHB濃度が望ましいと

考える場合(HBの濃度はほぼN5である)次の2.5Y5

Y7.5Y10Y2.5GY5GY7.5GYの7つの色

相面では明度7以上のものその他の33の色相面では

明度6度以上のものカミ使用苛能と見受けられる.

表6-10ではそれぞれのチャｰトに使用可能の限界

の横線を記入しておいた.

なお表6-10のチャｰトの中で△印を付けたものは

�

�

�

無形軸

�

�

刀

/◆｡

�

倀

�

�

偂

図7立体図�
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明度が高すぎて(つまり色が没すぎて)使用に耐えないも

のであり○印を付けたものは限界線以下の明度でも使

用可能と見受けられたものである.

また色票の右の44:33等の数字は左側が色票数

で右側がそのうちの使用可能の色数である.

総計1928:878となる.

表6-10の掲載は省略して各チャｰトの色数と使用可

能の数だけを次に示すことにする.
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47:ユ8
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���
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もっともこのような観察は地形の表示された5万分

の120万分の1等の地質図の場合でその他の小縮尺

の地質図では細かな地形の表示は行われないから上に

記したものより低い明度のものでもより数多く使用し

得るものと考えられる.

5)標準色票の解説には色票系の基準がV/c

Yc(%)色相のπツの順で明細な数値が公表されてい

る.

このj工SZ8721準拠標準色票は修正マ

ンセル色票系の一つとして世界的に高く評価されている

ものである.

6)色票系のいろいろ

日本規格協会の標準色票のほかに世界的に知られてい

るものにっぎのようなものを挙げることができる.

��

��

��

��

廴�

オストワルド色票系(W.Ostward)

D工N色票(ドイツ)(1)の改良

CHM(アメリカ)(1)の改良

カラｰ･ノ･一モニｰ･マニュアル

�漱��浯�����

すべての色は(白色量)(黒色量)(純色量)

���一

と考える､

マンセル･ブック･1オブ･カラｰ(A.H.Manse1i)

修正マンセノレ色票

JISZ8721はその一一つである.

赤黄

℀

℀

赤紫

℀

℀

マセンタ

＼

､

℀

�

＼

℀

＼

�

＼

＼

＼

青緑

吉紫

シアン

緑

赤紫黄

青紫緑

青緑

加法混色

■一一一減法混色

図8…色の合｡成

因9加法混色の三原色関係を示すものでこの場合赤緑青紫が

三原色でカラｰテレビがその応用の…例であるr光の三原

色｣�
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8.色の三原色

1666年ニュｰトンが光の分散の現象を発見して以来

色彩の学説は視覚の基礎となった.ヤング(Th.Y･…)

は1801年にニュｰトンの発見した色彩に関する事実を

受け継いで色の三原色説を提唱した.

あらゆる色は赤緑青の三原色の混色の操作によ

って生ずることから目には3種の神経繊維があって

それぞれ赤緑青の色光にとくに鋭敏に反床する.

また3種のものが適度に刺激されると白色と感じ無刺

激状態では黒に感じるという説.

この説はのちにヘノレムホルツ(H.H･･㎜0…)が1802

年の自著でこの説を発展させヤングの学説の不十分な

点であった中間的色彩の量的な取扱いを可能にする端

緒をひらきこれを法則化して｢ヤング･ヘノレムホノレツ

の仮説｣が科学の仲間入りをした.

9.すべての色は三原色で現わせる

前項8の過程を経て色彩の研究は急速な進歩をとげ

すべての色は赤緑青紫の三原色から合成できるこ.

とが確立されて実用化されている.

ただし色の合成には加法混色と減法混色の二通りが

ある.この二通りの三原色関係は図8に示すとおりで

ある.

10光の三原色と絵具の三原色

前項で光の三原色(赤緑青紫)と

絵具の三原色(赤紫黄青緑)の二通りの三

原色のあることを知った.この関係をわきまえないと

完全なカラｰ･チャｰトを得ることはできない.

XYZは光の三原色というよりは三刺激値というほ

うが正しい.

つづいてライト(W･D･W･･G亙･)は1929年に三原色の

混色実験を行いそれとほとんど同時にギノレド(J.G･…)

カミこれとは別個に混色実験を行った.

この両実験のデｰタが1931年にCIE(Commi･･iOnIn-

t.mation.1.deI'E.1･i.g･)(国際照明委員会)で採用されて

これを基礎にしてRGB系が決められた.

それとともにXYZ系も決められたが後者の方が便

利にできていて現在では後者ばかりが使用されている.

XYZ系は算出されたYがそのまま明度を表わし計算

カミすべて加算であることが特長である.

X(赤)･

刺激値を次の数求で求める

x二000

z=1一㏄一ツ

礽估　

�

(縁)y

(青紫)Z

但しこの数式は絵具の三原色には関係がない.

むすび

これまで10項にわたり｢色｣とくに絵具の色について

極めて常識的な事柄を述べてきた.しかし色彩1』二字の

分野は広く且深くここにはごく一端をふれたにすぎない.

青緑

(シアン)

青紫

赤紫

(マゼンタ)

黒

緑

黄味赤

黄

しかしたがらわれわれの日常携わっている地質図は

色彩の表現なしではこれを完全に表示することは困難

である.従来地質調査所では三原色(3段階36色)の

ものと四原色(3段階255色)の二通りのカラｰ･チャ

ｰトが使用されてきたが前者は色数が少なく後者は

類似色暗潤色のものカミ多く使用可能の色は半数以下で

決して満足のゆくものではない.

昨年筆者の意向を入れた三原色(5段階215色)

のカラｰ･チャｰトを試刷したカミこれは各三原色のア

ミ点数を10305070100としたためにほぼ等多

度の色差の色票を得ることができたが色彩的には決し

て満昆を得るものではなかった.これは三原色の色の

選定による結果の現われであるがやはり色印刷の原色

は先進国ですでに開発されている青緑(シア;■)赤

図10減法混色の三原色関係を示すこの場合赤紫黄青緑か

三原色でこれか一般の色印刷の源色である?まり絵の具の

三原色に相当する�



一40一

紫(マゼンタ)黄(イエ日一)の三原色を使用しかつ

原色の印刷順序を正しく指定することが良好な色票を

得る近道であると考えられる.

各原色をスクリｰン線数やアミ点度によって何段階の

濃度にすべきかは今後の研究や試刷に待つほかはない

であろう.

地質図はどのような縮尺のものであっても地形地

物地質構造地名および記号なとがはっきり読みと

れる程度の色彩で表現されていることが望ましい.特

に地形が明瞭に読みとれない地質図はその利用価値が

半減されるといっても過言ではない.

このためには三属性による色の表示方法に基づいて

特に明度の表示に留意した地質図用の色票の作成が必要

かつ急務であると考えられる.

近年ユネスコで一部出版した世界地質図や中華民国

地質図などを見ても100に近いあるいはそれ以上の

数の凡例区分がきわめて精巧に表示されている.

なお最近アメリカ合衆国地質調査所ではCartogra-

phyについて標準を決め詳細で膨大な印刷物を出版し

ている｡これは地質図作製についてすべての規約およ

び製図･印刷について精密な基準を定めたものである.

例えば製図に関しては表示する表題に応じて活字

の字体や大きさを細かく決めてある.表題･著者･機

関名などの位置や字体大きさも指定し出版される地

質の様式の統一を計ろうとしている.その決め方は微

細な点までよく考えて作られてあり金をかけ苦労し

柾がら長い経験に基づいて作成されたものであろう.

凡例記号(年代記号放ど)断層摺曲の種類別表示が

多種多様にわたり例示されていて=非常に便利にできてい

る.

そのほか圧巻なのは色彩選択の用例である.これ

は色刷になっており上質紙に59枚のカラｰ･チャｰトか

らなりプロセス･インクはシアンマゼンタ黄の

三原色で15%30%50%70%100%のアミ点度に

よる五段階のものさらに10段階のものとかいろいろ

の種類に分けたものあるいは10%20%30%40

%50%のスクリｰン線による五段階など全体的にさ

きに強調した明度(V･1u･)を重視して作製されているよ

うに見受けられる.そのほか黒色(ブラック)と上に

あげた三原色によるカラｰ･チャｰトも示されている.

またこのようなカラｰ･チャｰトの一部に赤･青･黒

の線や地紋が印刷されておりそれらの線や地紋の上に

文字や記号がどのように表示されるのか用例が数多く掲

載してありそれらの印刷効果が一見して判るように作

られている.

アメリカ合衆国地質調査所は日本と違って地図の印刷

部門を抱えており機構内容が違うとはいえこれらの

図面作成および印刷のマニュアノレ作りの努力に学ぶとこ

ろが多い.

アメリカ合衆国地質所のCartographyは先般同所を訪れた海

洋地質部盛谷智之技官カミ寄贈をうけ現在地質部地質第1課に

保管されている.ここに記したその内容のあらましについて

は同課の吉田尚技官の口述要約によったことを申添える.
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日曜の地学7

広島の地質をめぐって

日曜の地学シリｰズ第7冊目として西日本の広島県がとり上

げられた.この種類の本の意義･重要性については殊更言

及する必要もないであろう.

著者は広島県の地質･地形について概説した後に県下28カ

所について説明を加え最後に｢瀬戸内の島々とその成因｣で

しめくくり参考文献とさくいんを加えている.

著者の方針として1)露頭の説明だけでなく地質と露頭の

関連に注意し地質図を出来るだけ挿入し2)わかりやすく

現象を観察推論し成因についても触れ3)ノ･イキングや登

山のガイドブックも兼ね4)学名と和名をつけ5)より専

門を目指す人のために参考文献をつけたとしておりこの目的

は大体成功している.

広島県の地学は第四紀の活構造と地形変化の問題から新第

三紀の豊富な化石中古生層各時代の火成活動と広い範囲に

わたっており一読して大いに興味がそそられるものがある.

そして断層･榴曲などの地学現象カミ多く国や県の天然記念

物として指定され白治体によってよく保存されているなど

先人の努力のあとが伝えられている.最後のさくいんも便利

である.
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